
（注）　『(３)　大学の位置』は，対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記

　　　入してください。

　　　　宮崎県宮崎市学園木花台西一丁目１番地

（２） 大　学　名

　　　〒８８９－２１９２

　　　　宮崎大学教育文化学部

（３） 大学の位置

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国　立　大　学　法　人　　　宮　　崎　　大　　学
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修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 　年次 人

　教育文化学部 人

　　学校教育課程 4 150 600
　　学士（教育学）

　　人間社会課程 4 80 320
　　学士（教養）

学校教育課程
対象年度

区　分

人 人 人 人
(　 　) (  -  ) (  -  ) (  　)

150 150
(　 　) ( - ) ( 1 ) (　 　)

655 702

(　 　) ( - ) ( 1 ) (　 　)

447 496

(　 　) ( - ) ( 1 ) (　 　)

164 170

(　 　) ( - ) ( 1 ) (　 　)

160 155

入学定員超過率 (　 　) ( - ) (  -  ) (　 　)

Ｂ／Ａ 1.06 1.03

人間社会課程
対象年度

区　分

人 人 人 人
(　 　) (  -  ) (  -  ) (  　)

80 80
(　 　) ( - ) ( - ) (　 　)

315 399

(　 　) ( - ) ( - ) (　 　)

232 281

(　 　) ( - ) ( - ) (　 　)

103 101

(　 　) ( - ) ( - ) (　 　)

89 86

入学定員超過率 (　 　) (  -  ) (  -  ) (　 　)

Ｂ／Ａ 1.11 1.07

　　　　し，平均入学定員超過率も同様の方法としてください。

Ａ　 入学定員

1.09倍

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

（注）１　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って
　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を備考欄に付記してください。 該当がない年には

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

　　　　さい。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入

　　　　「－」を記入してください。
　　　２　「平均入学定員超過率」欄には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ

平均入学定員
超 過 率

備　　考平成１９年度

Ａ　 入学定員

1.04倍
平成21年度編
入学1名は、2
年次編入

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

平均入学定員
超 過 率

備　　考

調査対象学部等の
名称（学位）

　（４）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

設 置 時 の 計 画

（４）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）１　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　２　様式は，平成１９年度開設の場合（平成２２年度までの４年間）ですが，開設年度に合わせて作成し
　　　　てください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合には，欄を設けてくださ

備　　　　　考

　　　　い。）
　　　３　定員を変更した場合は，備考欄に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してくだ
　　　　さい。

　（４）－①　調査対象学部等の名称，定員

今年度は平成２２年度
欄の記入は不要です。

今年度は平成２２年度
欄の記入は不要です。
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学校教育課程
対象年度

学　年

[　 　] [-] [-] [　　 ]

160 155

[　　 ] [　　 ] [-] [　　 ]

160

[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

[　　 ] [-] [-] [　　 ]

160 315

人間社会課程
対象年度

学　年

[　 　] [2] [1] [　　 ]

89 86

[　　 ] [　　 ] [2] [　　 ]

87

[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

[　　 ] [2] [3] [　　 ]

89 173

　　　　ください。

計

（注）１　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

１年次

平成21年度の2年次学生160名
のうち、1名は編入学の学生
である。

２年次

３年次

４年次

計

　（４）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 備　　　　　考

今年度は平成２２年度
欄の記入は不要です。

今年度は平成２２年度
欄の記入は不要です。
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学校教育課程

[　-　]
1

[　-　]
160

うち平成１９年度入学者 0人 うち平成１９年度 0人

うち平成２０年度入学者 1人 うち平成２０年度 160人

[　-　]
0

[　-　]
315

うち平成１９年度入学者 0人 うち平成１９年度 0人

うち平成２０年度入学者 0人 うち平成２０年度 160人

うち平成２１年度入学者 0人 うち平成２１年度 155人

[　　　] [　　　]

うち平成１９年度入学者 人 平成１９年度 人

うち平成２０年度入学者 人 平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 平成２２年度 人

　（４）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

　　　　　　区　分

 対象年度
退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）

入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

平成２０年度

計 計

[　-　％]
　　　0.6 ％

（主な退学理由）

その他：一身上の都合（1名）

平成２１年度

計 計

[　-　％]
　　　0 ％

（主な退学理由）

平成２２年度

計 計

[　　　％]
　　　 ％

（主な退学理由）
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人間社会課程

[　-　]
2

[　2　]
89

うち平成１９年度入学者 0人 うち平成１９年度 0人

うち平成２０年度入学者 2人 うち平成２０年度 89人

[　-　]
0

[　-　]
175

うち平成１９年度入学者 0人 うち平成１９年度 0人

うち平成２０年度入学者 0人 うち平成２０年度 89人

うち平成２１年度入学者 0人 うち平成２１年度 86人

[　　　] [　　　]

うち平成１９年度入学者 人 平成１９年度 人

うち平成２０年度入学者 人 平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 平成２２年度 人

（主な退学理由）

　　　　　　区　分

 対象年度
退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）

入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

平成２０年度

計 計

[　0　％]
　　　2.2 ％

（主な退学理由）

他の教育機関への入学・転学(2名)

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

平成２１年度

計 計

[　-　％]
　　　0 ％

（主な退学理由）

平成２２年度

計 計

[　　　％]
　　　 ％

（注）１　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　　２　「入学者数に対する退学者数等の割合」欄は，各対象年度における退学者等の数を開設年度から当該年度

　　　　までの入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点

　　　　以下第１位までを記入してください。

　　　３　「主な理由」欄は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他
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日本語コミュニケーション

情報科学入門

＜英語＞

英語Ｅ１

英語Ｅ２

＜コミュニケーション英語＞

コミュニケーション英語Ｅｃ１

コミュニケーション英語Ｅｃ２

＜初修外国語＞

独語Ｅ１ 　

独語Ｅ２ 　

仏語Ｅ１ 　

仏語Ｅ２ 　 　

中国語Ｅ１ 　

中国語Ｅ２ 　

　韓国語Ｅ１ 　
担当教員を採用し、科目を追加
（21）

　韓国語Ｅ２ 　
担当教員を採用し、科目を追加
（21）

＜保健体育科目＞

健康スポーツ科学Ⅰ

　健康科学コース

　スポーツ科学コース

　生涯スポーツコース

健康スポーツ科学Ⅱ

　健康科学コース

　スポーツ科学コース

　生涯スポーツコース

＜現代の社会と倫理＞

　環境を考える

　人間と倫理Ⅰ

　人間と倫理Ⅱ

　言語と倫理

　人間の倫理と哲学

　医療倫理史

＜人間と文化＞

　西洋の哲学

　西洋の宗教
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（21）

　人間の心と行動

　言語と文化

　日本文化論
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（21）

　子どもとおとな

（１） 授業科目表

備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

２　授業科目の概要

＜教育文化学部　学校教育課程＞

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

1前 1 2 3

1

1前 2 2 4

43

1前 1 1 3

1後 1 2 3

1通 2 1 1

1後 1 2 2

1

1通 2 2

1通 2 1

１通

1通 2

1通 2 1

1通 2

1 2

2

2

1前 1 2

1 21前

1後 2

1前

1後 1 2

1

1後 1 2

1

1後 2

1後 2

1後 2

1後 2

2

1前 2

1 2

1前 2

1

１通

1前

1前 2

「

共
通
教
育
科
目
」

大
学
教
育
基
礎
科
目

1前 2

1前

2

1後

12

2

「

共
通
教
育
科
目
」

教
養
科
目
　
主
題
教
養
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

　日本の文学

　西洋の文学

授業内容の見直しにより、科目名変
更（21）

　美術と文化

　音楽と人間

　暮らしを見つめる

　アフリカ文化論Ⅱ
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（21）

　イスラム文化論

　日本の言語

　日本語と文化

＜現代社会の課題＞

　風土・地域と人間

　現代社会と歴史

　現代社会と家族

　現代社会と子供・青年

　現代社会と政治

　現代社会と法

　現代社会と経済

＜自然と生命＞

　科学史

　数学の考え方

　物理科学

　物質の科学

　物理学入門

　物質科学入門

　生物学入門

　生物科学

　宇宙・地球科学

＜文化・社会系＞

　日本国憲法 　

　立地論の世界
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（20）

　西洋史の諸問題
カリキュラム見直しにより科目を追
加（20）

　現代社会と基礎理論

　国際社会の対立と統合
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（20）

　魚・家畜・草の文化論

　産業と教育

　現代社会を読み解く

　保健医療社会学

授業内容の見直しにより、科目名変
更（21）

　近代小説を読む
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（21）

　文学史

　比較高等教育論入門

　子育ち・子育て・とも育ち
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（20）

　科学の社会学

　宮崎の郷土と文化
カリキュラム見直しにより科目を追
加（20）

1前 2

1後

1後

1前 2

1後 2

1後 2

1 2

1後

1後 2

1

1前 2

1前 2

1

1前 2

1後 2

1前

1前

1前 2

1後 2

2前・後 2 1

1

1

2前・後

2 2

2後

2

2前 2

2前 2

2後 2

2後 2

2 2

2後 2

　子どもと本
　教育と人間

1後

2

2

2

2

1後 2

1前

1前

　アフリカ文化論Ⅰ
　南アフリカ概論

1前

1後

1

2

2

2

2

2後

2前

2後

1

1

1後 2 2

2

2

2

1前

2前・後

11前

2

2

1

1

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2

2

　宮崎県の経済と地域の活性化

2前・後

2

2 1

1

1

1

「

共
通
教
育
科
目
」

教
養
科
目
　
主
題
教
養
科
目

「

共
通
教
育
科
目
」

教
養
科
目
　
選
択
教
養
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

＜科学・技術系＞

　図形の科学Ⅰ

　水を主題とする一般化学

　統計入門

　原子と原子核入門

　大気・海洋の流れ・波動

　音・光で考える物理学入門

　科学技術と私たちの生活

　解析入門
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（20）

　分析と環境　

　代数入門
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（20）

　宮崎の地質と自然景観

　微分積分学

　熱と流体の物理学 　

　図形の科学Ⅱ
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（20）

　運動の法則

　化学と社会との関わり

　ものの形と強さの科学

　統計学入門

授業内容の見直しにより、科目名及
び配当年次変更（20）

　光学の基礎

　エネルギー環境入門
カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

＜生命科学系＞

　生物の設計図のはたらき
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（20）

　光と植物

　遺伝子操作入門

　遺伝子とゲノム

　感覚と神経

　動物の行動と進化

　医学実験動物学

　染色体の行動と遺伝

　生命と病気

授業内容の見直しにより、科目名変
更（20）

＜複合・学際系＞

　日本の自然と災害

　フィールド体験講座

　総合科目
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（20）

　異文化交流体験学習

　フィールド体験学習指導講座

　分子生態学入門

　農林社会経済事情
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（20）

　宮崎の歴史と文化

＜生涯学習系＞ 　

　生涯スポーツ実践Ⅰ

　生涯スポーツ実践Ⅱ

2前 2

2

2前 2

12前 2

2前

2

2後 2

2
1後

2

2前 2

2前 2

2前

1

2前 2

2後 2

1

2 2

2後 2

1

2前 1 1

　地域の技術と研究
　産学連携と知的財産

　放射線生物学
　放射線と病気

2前

2前

2前

　化学入門ー電子のいたずらー

2

2前

2前

2 2

2後 2

2後 2

2

1

1

2

2

1

1

2

2前

12

2前

2

2

2 2

1

12

2

2前 2

2前 2

2前

122前

1

2後 2

2後 2

2 2

2前 2

1

1

1

2後 2

2後 2

2 2

2後

1

1

2前・後 2 2

2前・後 2

2後 2

2

1

2前 1

「

共
通
教
育
科
目
」

教
養
科
目
　
選
択
教
養
科
目

9



備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

　生涯学習論

　心と体の臨床医学概論

　生涯スポーツ実践Ⅲ

　生涯スポーツ実践Ⅳ

　宮崎を学ぶ

カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

＜外国語系＞

　選択英語Ⅰ

　選択英語Ⅱ

　選択英語Ⅲ

　選択英語Ⅳ

　選択ドイツ語Ⅰ

　選択フランス語Ⅰ

　選択中国語Ⅰ

　医療英語

　選択英語Ⅴ

　選択英語Ⅵ

　選択英語Ⅶ

　選択英語Ⅷ

　選択英語Ⅸ
カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

　選択英語Ⅹ
カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

　選択英語Ⅺ
カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

　選択英語Ⅻ
カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

　選択ドイツ語Ⅱ

　選択フランス語Ⅱ

　選択中国語Ⅱ

＜放送大学開講科目＞

　中国語Ⅰ

　中国語Ⅱ 　

　中国語Ⅲ

　中国語Ⅳ

　ロシア語Ⅰ

　ロシア語Ⅱ

　スペイン語Ⅰ

　スペイン語Ⅱ

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

日本語Ⅲ

日本語Ⅳ

日本事情Ⅰ

日本事情Ⅱ

日本事情Ⅲ

日本事情Ⅳ

日本事情Ⅴ

2前・後

2後 2

2後 2

2後 2

2

2前・後 2

2

2後 2

2前

2

2前・後 2

2後

2後

2後 2

2

2

2

2前 2

2後 2

1後 2

2

１・２・３・４前 1

１・２・３・４前 1

１・２・３・４後 2

2

2

2前・後 2

2後

2前

2

2前・後 2

2前・後 2

2前・後

1

1

2後 1

2後 1

　ﾍﾙｽｻｲｴﾝｽ～予防医学へのいざない～

2前 2

2前・後 2

2前 2

1

2前 2

2前 2

2前

2前 2

2

1

1

2前 2

2前 2

2前

　ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ入門

　大学生の就職とキャリア形成 1後 2

１・２・３・４前 2

１・２・３・４前 2

2

１・２・３・４後 2

1

１・２・３・４後 1

１・２・３・４後 1

2前・後

2後

１・２・３・４前

「

共
通
教
育
科
目
」

教
養
科
目
　
選
択
教
養
科
目

「

共
通
教
育
科
目
」

日
本
語
等
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

日本事情Ⅵ

日本事情Ⅶ

日本事情Ⅷ

教職入門

教育本質論

学校教育心理学 配置換えにより教員追加（20）

教育制度論 配置換えにより教員追加（20）

教育課程論

道徳教育論

特別活動論

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

配置換えにより教員追加（20）

配置換えにより教員追加（20）

人権同和教育

教職総合演習Ⅰ

教職総合演習Ⅱ

教職実践演習

介護体験

卒業論文 配置換えにより教員数変更（20）

自然・科学体験学習

教育福祉体験学習

地域教育体験学習

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

国語授業基礎演習

国語教材開発演習

社会科授業基礎演習

社会科教材開発演習

数学科授業基礎演習

数学科教材開発演習

理科授業基礎演習

理科教材開発演習

音楽科授業基礎演習

音楽科教材開発演習

図工・美術科授業基礎演習 職位変更（21）

図工・美術科教材開発演習 職位変更（21）

保健体育科授業基礎演習

保健体育科教材開発演習

技術科授業基礎演習 配置換えにより教員変更（20）

技術科教材開発演習 配置換えにより教員変更（20）

家庭科授業基礎演習 　

家庭科教材開発演習 配置換えにより教員変更（20）

英語科授業基礎演習

英語科教材開発演習

1

3後

1

2前 2 1

1

2後 2

1

1

1後 2

2前 2

2

2 1

1

3前 1

2前 2

1

生徒指導概論　(進路指導を含む) 3後 1

教授技術学　（情報機器及び教材の活用を含
む。）
教育の方法と技術（情報機器及び教材の活用を
含む。）

2後 2 1

教育相談心理学　(カウンセリングの基礎的知識を含む) 3後 2 1

2前 1 1

1

1

3後 2 1 1

2

4後 1 1

4通 2 1

1通 1 1

4通 4
35
32

40
30

3
4

学
校
教
育
課
程
共
通
選
択
必
修
科
目

2前 1 1

2前 1 1

2前 1 1

幼児教育体験学習
学校教育体験学習

2前 1 1

2後 1 1 1

2前 1 1 1

2後 1 2

2前 1 2

2後 1 2 1

2前 1 2

2後 1 1 5

2前 1 1 1

2後 1 4 3

2前 1 4 3

2後 1
1
2

3
2

2前 1
2
3

2
1

2後 1 2 2

2前 1 2 1

2後 1
2
1

1

2前 1 1 1

2前 1 1

2後 1 3
2
1

2前 1 1

2後 1 1 1

１・２・３・４後 2

１・２・３・４後 2

１・２・３・４前 2

「

共
通
教
育
科

目
」

日
本
語
等

科
目

学
校
教
育
課
程
共
通
必
修
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

発達心理学
カリキュラム見直しにより配当年次
を変更（20）

教育社会学

カリキュラム見直しにより科目名及
び教員変更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名及
び教員追加（20）

カリキュラム見直しにより科目名及
び教員変更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名及
び教員追加（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

教育方法学

教育情報科学Ⅰ
カリキュラム見直しにより配当年次
を変更（21）

教育情報科学Ⅱ
カリキュラム見直しにより配当年次
を変更（21）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（21）

臨床心理学

行動変容学

国語教育演習Ⅰ
カリキュラム見直しにより科目名及
び教員変更（20）

国語教育演習Ⅱ
カリキュラム見直しにより廃止
（20）

社会科教育演習Ⅰ
カリキュラム見直しにより科目名変
更及び教員追加（20）

社会科教育演習Ⅱ
カリキュラム見直しにより廃止
（20）

家庭科教育演習Ⅰ
カリキュラム見直しにより科目名変
更及び教員追加（20）

家庭科教育演習Ⅱ
カリキュラム見直しにより廃止
（20）

英語科教育演習Ⅰ
カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

英語科教育演習Ⅱ
カリキュラム見直しにより廃止
（20）

小学校英語活動

数学教育演習Ⅰ
カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

数学教育演習Ⅱ
カリキュラム見直しにより廃止
（20）

家庭科授業研究
家庭科授業研究Ⅱ

1

2
1前

2

社会科授業研究（公民科教育を含む）
社会科授業研究Ⅱ

3後 2

1

教育史
学校と教員の歴史

2後 2

国語科授業研究
国語科授業研究Ⅱ

3後 2

1

1

2前 2 1

1

2

3後 2 1

1

数学科授業研究
数学科授業研究Ⅱ

3後 2 1

英語科授業研究
英語科授業研究Ⅱ

3後 2 1

1

技術科授業研究
技術科授業研究Ⅱ

3後 2 1

理科授業研究
理科授業研究Ⅱ

3後 2 1

1

美術科授業研究
美術科授業研究Ⅱ

3後 2 1 1

音楽科授業研究
音楽科授業研究Ⅱ

3後 2 1

保健体育科授業研究
保健体育科授業研究Ⅱ

3後 2 1

2前 2 1

3
2前

2 1

生活指導論
生徒指導論

2後 2 1

1

3前 1 1

3
2後

2

1

1

2後 2 1

2前 2

3 1 1

3前 1
1
2

3 1 1

3後 1 1

1

1

4 1 1

3前 1 1

3 1 1

2後 2

3前 1 1

3 1 1

学
校
教
育
課
程
共
通
選
択
科
目
　
教
科
又
は
教
職
専
門
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

理科教育演習Ⅰ
カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

理科教育演習Ⅱ
カリキュラム見直しにより廃止
（20）

技術科教育演習Ⅰ
カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）
隔年開講

技術科教育演習Ⅱ
カリキュラム見直しにより廃止
（20）

音楽科教育演習Ⅰ
カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

音楽科教育演習Ⅱ
カリキュラム見直しにより廃止
（20）

美術科教育演習Ⅰ
カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

美術科教育演習Ⅱ
カリキュラム見直しにより廃止
（20）

保健体育科教育演習Ⅰ
カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

保健体育科教育演習Ⅱ
カリキュラム見直しにより廃止
（20）

環境教育

環境教育演習

環境と情報

身近な環境問題

自然科学概論A

自然科学概論B

初等理科実験A

初等理科実験B 　

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

理科セミナーＡ 配置換えにより教員変更（20）

理科セミナーＢ

理科セミナーＣ 配置換えにより教員変更（20）

中等理科実験Ⅰ 配置換えにより教員変更（20）

中等理科実験Ⅱ 配置換えにより教員変更（20）

自然科学特論 配置換えにより教員変更（20）

国語（書写を含む)

社会 配置換えにより教員追加（20）

算数 配置換えにより教員追加（20）

理科

家庭 配置換えにより教員削除（20）

生活

音楽

図工 職位変更（21）

体育 配置換えにより教員削除（20）

初等国語教育研究Ⅰ

初等国語教育研究Ⅱ

3 1 1 1

3前 1 1 1

3後 1 1

3 1 1

3 1 1 1

3前 1 1 1

3 1 1 1

3前 1 1 1

3前 1 2

3 1 2

3

3前 2 4 1

3後 1 3 2

3前 2 2

3後 2

1後 2 1 1

1前 2 1 1

3後 1 1 1

3前 1 1 1

自然のための数学
物理数学演習

1前 1 2

4前 1 1
3
1

1 2 1

3前 1
4
2

1

3後

3後 1
3
2

1

3前 1
3
2

1

2後

1

初
等
教
育
コ
ー

ス
　
コ
ー

ス
共
通

必
修
科
目
　
教
科
専
門
科
目

1後 2 2

2後 2

2後 2

4後 2
4
1

2後

1
2

2前 2
1
2

2

4

2
1
2

2
1

3

2
1

2

2 2

1

2前

3前 1

1
3
2

1 1

2後 2

2前 2

11 13後

学
校
教
育
課
程
共
通
選
択
科
目
　
教
科
又
は
教
職
専
門
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

初等社会科教育研究Ⅰ

初等社会科教育研究Ⅱ

算数教育研究Ⅰ

算数教育研究Ⅱ

初等理科教育研究Ⅰ

初等理科教育研究Ⅱ

初等音楽科教育研究Ⅰ

初等音楽科教育研究Ⅱ

図工科教育研究Ⅰ

図工科教育研究Ⅱ

体育科教育研究Ⅰ

体育科教育研究Ⅱ

初等家庭科教育研究Ⅰ

初等家庭科教育研究Ⅱ

生活科教育研究 　

小学校教育実習Ⅰ

小学校教育実習Ⅱ

小学校教育実習Ⅲ

教育実習基礎研究

初
等
教
育
コ
ー

ス
　
コ
ー

ス
共

通
必
修
科
目
　
教
科
又
は
教
職

専
門
科
目

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

教育社会学

教育方法学

カリキュラム見直しにより科目名変
更（21）

教育史演習

教育社会学演習

教育方法学演習

道徳教育論演習

教育学研究法Ⅰ

教育学研究法Ⅱ

発達心理学

臨床心理学

行動変容学

心理検査法

心理統計法

心理学演習

教育心理学演習

発達心理学演習

臨床心理学演習Ⅰ

臨床心理学演習Ⅱ

初
等
教
育
コ
ー

ス
　
コ
ー

ス
共
通
必
修
科
目
　
教
職
専
門
科
目

1

3前

3前 1 2

23後

1

1 2

1 1

1

3後

1

3後 1 2

3前

3後 1 1

3後 1

3前

1

3前 1 1 1

1 1

1 1

3後 1 1

1

3後 1 1 1

2前 1 1

2

3前 1 1

2前 2 1

1

3前 1 2

1

1 1

4前 2 1

3前 1

1

3前 3

特別支援教育 2後 2

1

1

1

1

1

1

2後 2

2前

13前 1

3前 1

1

教育史
学校と教員の歴史

2後 2

生活指導論
生徒指導論

2

3前 1

2前 2

1

3前 1 1

2 11前

2

1 2 2

2

1後

1前

1

2後 2 1

2前 2

2前 2 1

1

2

1前 1 1

1後 1 1

1

1後 1 1

2前 1

2後 2

2後 1 1

初
等
教
育
コ
ー

ス
　
副
専
攻
科
目
（

学
校
教
育
基
礎
）

　
教
職
専
門
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

教育心理学実験

教育心理学研究法Ⅰ

教育心理学研究法Ⅱ

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

中学校教育実習Ⅰ

中学校教育実習Ⅱ

中学校教育実習Ⅲ

教育実習基礎研究

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
コ
ー

ス
共

通
必
修
科
目
　
教
科
又
は

教
職
専
門
科
目

国語学演習Ⅰ

国語学演習Ⅱ

国文学講義Ⅰ

国文学講義Ⅱ

国文学講義Ⅲ

国文学講義Ⅳ

国文学演習Ⅰ

国文学演習Ⅱ

国文学演習Ⅲ

国文学演習Ⅳ

国文学史Ⅰ

国文学史Ⅱ

国文学史Ⅲ

国文学講読

国文学特殊講義

漢文学

漢文学演習

2前 1 1 1 2

2

3後 1 2 1 2

3前 1 2 1

1

人間関係
保育内容（人間関係）

3前 2 1

2

健康
保育内容（健康）

2後 2

1後 2

1

言葉
保育内容（言葉）

1後 2 1

環境
保育内容（環境）

2前 2

幼児の発達臨床
幼児の理解と発達臨床

2前 2

2

造形表現
保育内容（造形表現）

2前 2 1 1

表現
保育内容（表現）

1

3前

1

1

3

2前 1 1

1

3前

4前 2

特別支援教育 2後 2

1

国語学Ⅰ（音声言語及び文章表現に関するものを含む。） 1前 2

2前 1 1

国語学Ⅱ 1後 2

11

1

1

1

国語学Ⅲ 2後 2 1

3後 1 1

1前 2 1

1後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

1前 1 1

1後 1 1

2後 1 1

2後 1 1

1前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3前

2前

2 1

3後 2 1

2

3前 1

初
等
教
育
コ
ー

ス
　
副
専
攻
科
目
（

学
校
教
育
基
礎
）

　
教

職
専
門
科
目

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
コ
ー

ス
共

通
必
修
科
目
　
教
職
専
門
科
目

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
国
語
科
専
攻
専
門
科
目
　
教
科
専
門
科
目

15



備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

中等国語教育研究Ⅰ

中等国語教育研究Ⅱ

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

日本の歴史と文化 　

外国史Ⅰ

外国史Ⅱ

日本史概説

史料講読

カリキュラム見直しにより、日本史演習Ⅰと外国
史演習Ⅰに分けて開講のため廃止（20）

カリキュラム見直しにより科目追加（20）

カリキュラム見直しにより科目追加（20）

カリキュラム見直しにより、日本史演習Ⅱと外国
史演習Ⅱに分けて開講のため廃止（20）

カリキュラム見直しにより科目追加（20）

カリキュラム見直しにより科目追加（20）

人文地理学概論 配置換えにより教員削除（20）

地理学概論(地誌を含む) 配置換えにより教員削除（20）

自然地理学概論

地誌学

経済地理学

地理学演習Ⅰ

地理学演習Ⅱ

社会学原論

経済学原論（国際経済を含む) 配置換えにより教員追加（21）

社会学・経済学演習Ⅰ 配置換えにより教員変更（21）

社会学・経済学演習Ⅱ 配置換えにより教員変更（21）

法学(国際法を含む)

政治学(国際政治を含む）

法律学・政治学演習Ⅰ

法律学・政治学演習Ⅱ

哲学史Ⅰ

哲学史Ⅱ 配置換えにより教員削除（21）

倫理学 配置換えにより教員削除（21）

思想史講読 配置換えにより教員削除（21）

哲学・倫理学演習Ⅰ

哲学・倫理学演習Ⅱ 配置換えにより教員削除（20）

書式技法 3前 1

書写技法 1後 1

1 1

3後 2 1 1

3前 2

国語科授業研究
国語科授業研究Ⅰ

1

1後 2

3前 2 1

1前 2

外国史演習Ⅰ 3前 1 1

1

1

2前 1 1

2後 2

2前 2

1

日本史演習Ⅰ 3前 1 1

歴史学演習Ⅰ 3 1 1

外国史演習Ⅱ 3後 1 1

1

日本史演習Ⅱ 3後 1 1

歴史学演習Ⅱ 3 1 1

1

2前 2 1

1後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3前 2 1

2前 1 1

2後 1 1 1

2後 2 1

2前 2 1

3前 1
1
2

1

3後 1
1
2

1

1後 2 1

1前 2 1

3前 1 2

3後 1 2

1後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3後 1
2
1

1 1

3前 1 1

2後

中
学
校
教
育
コ
ー

ス

国
語
科
専
攻
専
門
科
目

教
職
専
門
科
目

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
社
会
科
専
攻
専
門
科
目
　
教
科
専
門
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

初等代数学Ⅰ

初等代数学Ⅱ

抽象代数学Ⅰ

抽象代数学Ⅱ

線型代数学Ⅰ

線型代数学Ⅱ

代数学特論

微分・積分学Ⅰ

微分・積分学Ⅱ

解析学概論Ⅰ

解析学概論Ⅱ

関数論

関数方程式論

解析学特論

集合論

幾何学入門

幾何学Ⅰ

幾何学Ⅱ

幾何学Ⅲ

幾何学Ⅳ

幾何学特論

確率統計学Ⅰ 職位変更（21）

確率統計学Ⅱ 職位変更（21）

応用統計学Ⅰ 職位変更（21）

応用統計学Ⅱ 職位変更（21）

コンピュータ概論 職位変更（21）

コンピュータ演習 職位変更（21）

数学教育研究Ⅰ

数学教育研究Ⅱ

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

物理学概論 Ⅰ

物理学概論Ⅱ

物理学演習Ⅰ 　

物理学演習Ⅱ

社会科授業研究　（公民科教育を含む。）
社会科授業研究Ⅰ　（公民科教育を含む。）

3前 2

2

 中等社会科教育研究Ⅱ（地理歴史科教育を含む。） 3後 2 2

中等社会科教育研究Ⅰ 3前 2

2

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
数
学
科
専
攻
専
門
科
目
　
教
科
専
門
科
目

1前 2 1

1後 2 1

2後 1 1

3前 1 1

2前 1 1

3後 1 1

4前 2 1

1前 1 1

1後 1 1

2前 2 1

2後 2 1

3前 1 1

3後 1 1

4前 2 1

1前 2 1

1後 2 1

2前 1 1

2後 1 1

3後 1 1

4前 1 1

4後 2 1

2後 2 1 1

2前 2 1 1

1

3後 1 1 1

1

3前 1 1

3後 2 1

1

4前 1 1 1

3前 2

3前 2 1

1

1

1

1

2前 2 1

数学科授業研究
数学科授業研究Ⅰ

3前 2

1後 2

1

3前 1 1 1

3後 1 1

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
数
学
科
専
攻

専
門
科
目

教
職
専
門
科
目

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
社
会
科
専
攻

専
門
科
目

教
職
専
門
科
目

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
理

科
専
攻
専
門
科
目
　
教
科

専
門
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

化学概論Ⅰ

化学概論Ⅱ

化学演習Ⅰ

化学演習Ⅱ

生物学概論Ⅰ

生物学概論Ⅱ

生物学演習Ⅰ

生物学演習Ⅱ

地学概論Ⅰ

地学概論Ⅱ

地学演習Ⅰ

地学演習Ⅱ

中等理科教育研究Ⅰ

中等理科教育研究Ⅱ

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

ソルフェージュ

ソルフェージュ演習

声楽概論

基礎声楽

声楽Ⅱ

声楽Ⅲ

合唱Ⅰ

合唱Ⅱ 　

合唱指導法

鍵盤楽器概論

基礎ピアノ

ピアノⅠ

ピアノⅡ

ピアノⅢ

伴奏法

総合器楽合奏演習Ⅰ

総合器楽合奏演習Ⅱ

1

物理学基礎実験Ⅱ(コンピュータ活用を含む。) 2前 1 2 1

物理学基礎実験Ⅰ(コンピュータ活用を含む。) 1後 1 2

1

1後 2 1 1

2後 2 1

3後 1 1 1

3前 1 1 1

2後 2 1

1

1前 2 1

化学基礎実験Ⅰ(コンピュータ活用を含む。) 1後 1 2

化学基礎実験Ⅱ(コンピュータ活用を含む。) 2前 1 1

3前 1 1

3後 1 1

1

生物学基礎実験Ⅱ(コンピュータ活用を含む。) 2後 1 1 1

生物学基礎実験Ⅰ(コンピュータ活用を含む。) 1前 1 1

1前 2 1

2前 2 1

3前 1 1

3後 1 1

地学基礎実験Ⅱ(コンピュータ活用を含む。) 2後 1 1

地学基礎実験Ⅰ(コンピュータ活用を含む。) 1前 1 1

1

3後 2 1 1

1

1前 2

1後

中
学
校
教
育
コ
ー

ス

理
科
専
攻
専
門
科
目

教
職
専
門
科
目

3前 2

1前 1

1

理科授業研究
理科授業研究Ⅰ

1

1後 1

13前 2 1

1 1

1

1 1

1

11

2後 1

3前 1

声楽Ⅰ(日本の伝統的歌唱を含む) 2前 1 1

1

2後 1 1

12前 1

1

3前 2 1

1後 1 1 1

1前 2 1 1

1

2後 1 1 1

2前 1 1

3前 1 1 1

2前 1 1

1

1

3前 1 1

器楽合奏指導法（和楽器を含む） 2後 2

2後 2

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
音
楽
科
専
攻
専
門
科
目
　
教
科
専
門
科
目

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
理
科
専
攻
専
門
科
目
　
教
科
専
門
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

指揮法

作曲法（編曲法を含む）

音楽史Ⅰ

音楽史Ⅲ

音楽表現論

中等音楽科教育研究Ⅰ

中等音楽科教育研究Ⅱ

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

絵画表現Ⅱ／素描

絵画表現Ⅲ

絵画表現Ⅳ

絵画表現Ⅴ

絵画表現Ⅵ

彫塑表現Ⅰ

彫塑表現Ⅱ

彫塑表現Ⅲ

彫塑表現Ⅳ

彫塑表現Ⅴ

配置換えにより教員削除（20）

デザインⅣ 配置換えにより教員削除（20）

工芸表現Ⅰ

工芸表現Ⅱ

工芸表現Ⅲ

素材研究Ⅰ

素材研究Ⅱ

職位変更（21）

美術理論Ⅰ 職位変更（21）

美術理論Ⅱ 職位変更（21）

美術理論Ⅲ 職位変更（21）

美術科教育研究Ⅰ

美術科教育研究Ⅱ

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）
配置換えにより教員追加（20）

体育学基礎（体育原理を含む）

体育学Ⅰ（体育心理学を含む）

3前 1

2後 1

1後 2 1

音楽史Ⅱ（日本の伝統音楽及び諸民族音楽を含む） 2前 2 1

3後 2 1

3通 2 2 2

中
学
校
教
育
コ
ー

ス

音
楽
科
専
攻
専
門
科
目

教
職
専
門
科
目

3前 2 1 1

3後 2 1 1

1

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
美
術
科
専
攻
専
門
科
目
　
教
科
専
門
科
目

絵画表現Ⅰ（映像メディア表現を含む） 1前 2 1

音楽科授業研究
音楽科授業研究Ⅰ

3前 2 1

1後 1 1

2前 1 1

1

3後 1 1

1後 1

2後 1

4前 1 1

1前 2

1

2前 1

3前 1

3後 1

デザインⅠ（映像メディア表現を含む） 1前 2 1

デザインⅡ 1後 1

デザインⅢ 2後 1 1

1前 2 1

3前 1 1

1後 1 1

2前 1 1

美術鑑賞基礎（鑑賞、日本伝統美術、アジアの美術を含む） 1後 2 1

3後 1 1

3前 1 1

2後 2 1 1

1

2前 2 1 1

3前 2 1 1

3後 2 1 1

1

美術科授業研究
美術科授業研究Ⅰ

3前 2 1 1

2 13後

1後 2 1

2前 1 1

体育学Ⅱ（体育経営管理学を含む） 2前 1 1

中
学
校
教
育
コ
ー

ス

美
術
科
専
攻
専
門
科
目

教
職
専
門
科
目

中
学
校
教
育
コ
ー

ス

音
楽
科
専
攻
専
門
科
目

教
科
専
門
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

運動学（運動方法学を含む）

生理学（運動生理学を含む） 配置換えにより教員変更（20）

衛生公衆衛生学

学校保健

学校保健実習

体育実技Ⅱ（水泳を含む） 隔年開講

体育実技Ⅲ（器械運動を含む）

体育実技Ⅳ（ダンスを含む）

体育実技Ⅴ（球技を含む）
隔年開講
配置換えにより教員変更（20）

体育実技Ⅵ（球技を含む）
隔年開講
配置換えにより教員変更（20）

体育実技Ⅶ（球技を含む） 隔年開講

体育実技Ⅷ（武道を含む） 隔年開講

体育実技Ⅸ（武道を含む） 隔年開講

実技指導法Ⅰ

実技指導法Ⅱ

実技指導法Ⅲ 配置換えにより教員変更（20）

実技指導法Ⅳ

実技指導法Ⅴ

実技指導法Ⅵ 配置換えにより教員変更（20）

保健体育科教育研究Ⅰ

保健体育科教育研究Ⅱ

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

木材加工実習法

木材加工実習

木材加工学演習 隔年開講

金属加工実習

金属材料学 隔年開講

基礎製図

機械学概論（実習を含む）

内燃機関 隔年開講

機械学実習 隔年開講

材料力学

電気学概論（実習を含む）
配置換えにより教員変更（20）

1後 2 1

1前 2 1

体育学Ⅲ（体育社会学を含む） 2前 1 1

1

2後 2 1

1前 2 1

3後 2 1

体育実技Ⅰ（陸上競技を含む） 1前 1

1

1前 1

1前

1

1後 1

1

1

1後 1 1

1

1後 1 1 1

1後 1 1

1後 1

12前 1

1後 1 1

2前 1 1

3前 1 1

3前 1 1 1

2前 1 1

3後 1 1 1

中
学
校
教
育
コ
ー

ス

保
健
体
育
科
専
攻
専
門
科
目

教
職
専
門
科
目

3前 2 2

3後 2 2

保健体育科授業研究
保健体育科授業研究Ⅰ

3前

2後 1 1

2 1

1後 2 1

3前 2

1

1

1前 2

1

2後 1 1

1

1前

2後

金属加工法（製図及び実習を含む） 2前 2

1

1

1後 2

1後 2

1

2 1

1

1前

4前 2

1

木材加工学概論（製図及び実習を含む）

3後 1

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
保
健
体
育
科
専
攻
専
門
科
目
　
教
科
専
門
科
目

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
技
術
科
専
攻
専
門
科
目

教
科
専
門
科
目

20



備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）
配置換えにより教員変更（20）

電気工作実習
配置換えにより教員変更（20）

電気回路演習

隔年開講
配置換えにより教員変更（20）

電気応用実験

隔年開講
配置換えにより教員変更（20）

栽培学概論（実習を含む）

農場実習

栽培学基礎実験

植物遺伝育種学

栽培学演習

情報処理学（実習を含む） 　

情報科学概論

情報科学実習

情報技術基礎 隔年開講

職業指導

技術科教育研究 Ⅰ

技術科教育研究 Ⅱ 配置換えにより教員変更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）
配置換えにより教員変更（20）

配置換えにより教員削除（20）

家族生活学 配置換えにより教員削除（20）

家庭管理学 配置換えにより教員削除（20）

家庭管理学実験 配置換えにより教員削除（20）

家庭経営学実習 配置換えにより教員削除（20）

家族生活学演習 配置換えにより教員削除（20）

被服学（被服製作実習を含む）

被服学実習 Ⅰ

被服学実習 Ⅱ

被服材料学

被服学実験

被服学演習

栄養の生活科学

調理学実習

食物学演習 隔年開講

食物学実験 隔年開講

住居学（製図を含む）

設計製図実習

1 1

電子工学
電子・電気工学

2後 2 1

3後 1 1 1

1

1 11

1

3前 1 1

1後 2 1

1 1

2前 2 1

3前 1 1

1 1

2後 2 1

3後

2前

3後

2前

3前

2後

2後

3後

技術科授業研究
技術科授業研究Ⅰ

3前 2

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
技
術
科
専
攻
専
門

科
目
　
教
職
専
門
科
目

3前 2

2

2前 2

1

2

2 1

1

2 1

1 1

1

1

3前

2前 2

1

1

2後 1 1

1

1

家庭経営学(家族関係学及び家庭経済学を含む) 1前 2

1後 2

1 1

1前 2 1

3後

1

2後 1 1

1

3前 1 1

食物学（栄養学・食品学及び調理実習を含む） 1後 2

1後 2

1前 2 1

3後 1 1

1

2前 2 1

3後 1 1

3後 1 1

1前 2 1

1後 2 1

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
家
庭
科
専
攻
専
門
科
目
　
教
科
専
門
科
目

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
技
術
科
専
攻
専
門
科
目

教
科
専
門
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

住居学実験

居住福祉論

住居学演習

住宅計画実習

子ども生活論

保育学演習 隔年開講

家庭電気・機械
隔年開講
配置換えにより教員変更（20）

情報処理学

中等家庭科教育研究 Ⅰ

中等家庭科教育研究 Ⅱ 配置換えにより教員追加（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

英文読解・表現法

英語学概論

英語学演習 Ｉ

英語学演習 Ⅱ

英語学演習 Ⅲ

英語学演習 ⅠV 配置換えにより教員削除（20）

配置換えにより教員変更（21）

英文学読解法基礎 配置換えにより教員削除（21）

英文学概論 配置換えにより教員削除（21）

米文学概論 配置換えにより教員変更（21）

英文学読解法

米文学読解法

米文学演習

英文学演習

口語英語Ⅱ

口語英語ⅠV

英語聴解法Ｉ

英語聴解法Ⅱ

英文構成法Ｉ

英文構成法Ⅱ

英語論文作法

英語プレゼンテーション

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

2前 1 1

2後 2 1

1 1

3後 1

3前 1 1

3後 1 1

1

1

保育学（実習及び家庭看護を含む） 2前 2 1

1

2後 1

2後

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
家
庭
科
専

攻
専
門
科
目
　
教
職
専
門
科
目

3前 2 1

3後 2

家庭科授業研究
家庭科授業研究Ⅰ

2

1

1

2後 2 1

1

2 1

13前

1後

2後 2 1

2前 2 1

3前 1 2

米文学読解法基礎 1前 1 1

3後 1
2
1

1

1後 1 1 1

1前 2 1 1

1

2後 1 1

2前 1 1

1後 2 1

3前 2 1

3後 1 1

2前 1

3前

口語英語Ⅲ

1前 1

1後 1

1

1

1前 1

1後 1

2後 1

3後 1

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
英
語
科
専
攻
専
門
科
目
　
教
科
専
門
科
目

1前 2

2後 1

4前

口語英語Ｉ

言語と文化
異文化理解

4後 2 1

中
学
校
教
育
コ
ー

ス
　
家
庭
科
専
攻
専
門

科
目
　
教
科
専
門
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

英語科教育研究Ⅰ

英語科教育研究Ⅱ

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

特
別
支
援
教
育
コ
ー

ス

特
別
支
援
教
育
の
基
礎
理
論
に

関
す
る
科
目

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）
カリキュラム見直しにより配当年次
を変更（21）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

中
学
校
教
育
コ
ー

ス

英
語
科
専
攻
専
門
科
目

教
職
専
門
科
目

3前 2

英語科授業研究
英語科授業研究Ⅰ

3前 2 1

1

3後 2 1

1

特
別
支
援
教
育
コ
ー

ス
　
特
別
支
援
教
育
領
域
に
関
す
る
科
目
　
心
身
に
障

害
の
あ
る
幼
児
、

児
童
又
は
生
徒
の
心
理
、

生
理
及
び
病
理
に
関
す
る
科
目

知的障害者の心理（知的障害者） 1前 2

1前 2

障害児アセスメント（知的障害
者，肢体不自由者・病弱者）

1後

1

障害児教育学総論 1後 2

知的障害者の生理・病理（知的障
害者）

1

肢体不自由者の心理・生理・病理
（肢体不自由者）

2後 2 1 1

病弱者の心理・生理・病理（病弱
者）

2後 2 1 1

特
別
支
援
教
育
コ
ー

ス
　
特
別
支
援
教
育
領
域
に
関
す
る
科
目
　
心
身

に
障
害
の
あ
る
幼
児
、

児
童
又
は
生
徒
の
教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関

す
る
科
目

知的障害児教育(知的障害者，肢体
不自由者)

3前 2

特別支援学級経営(知的障害者，肢
体不自由者・病弱者)

3後 2

肢体不自由児教育(肢体不自由者，
知的障害者)

病弱児教育(病弱者，知的障害者) 3前

2 1

2後 2

1

1

2 1

1

障害児教育課程(知的障害者，肢体
不自由者・病弱者)

3
2前

2 1
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

カリキュラム見直しにより、障害児
指導法Ａ(知的障害者，病弱者)と統
合し、単位数及び科目名を変更
（20）

カリキュラム見直しにより、障害児
指導法Ａに統合のため廃止（20）

カリキュラム見直しにより、障害児
指導法Ｂ(知的障害者，病弱者)と統
合し、単位数及び科目名を変更
（20）

カリキュラム見直しにより、障害児
指導法Ｂに統合のため廃止（20）

カリキュラム見直しにより、障害児
指導法Ｃ(知的障害者，病弱者)と統
合し、単位数及び科目名を変更
（20）

カリキュラム見直しにより、障害児
指導法Ｃに統合のため廃止（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）
カリキュラム見直しにより配当年次
を変更（21）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変
更（20）

特別支援学校観察実習

特別支援学校教育実習

小学校教育実習Ⅰ

小学校教育実習Ⅱ

教育実習基礎研究

2

1

障害児指導法Ａ(知的障害者，病弱
者)

3 2 1

1

障害児指導法Ｂ(知的障害者，病弱
者)

3 2 1

障害児指導法Ｂ(知的障害者，肢体
不自由者)

3通
2
4

障害児指導法Ｃ(知的障害者，肢体
不自由者)

3通
2
4

1

特
別
支
援
教
育
コ
ー

ス

心
身
に
障
害
の
あ
る
幼
児
、

児
童
又
は
生
徒
に

つ
い
て
の
教
育
実
習

2通

特

別

支

援

教

育

コ
ー

ス

　

免

許

状

に

定

め

ら

れ

る

こ

と

と

な

る

特

別

支

援

教

育

領

域

以

外

の

領

域

に

関

す

る

科

目

 

・

心

身

に

障

害

の

あ

る

幼

児
、

児

童

又

は

生

徒

の

心

理
、

生

理

及

び

病

理

に

関

す

る

科

目

 

 

・

心

身

に

障

害

の

あ

る

幼

児
、

児

童

又

は

生

徒

の

教

育

課

程

及

び

指

導

法

に

関

す

る

科

目

1

特
別
支
援
教
育
コ
ー

ス
　
特
別
支
援
教
育
領
域
に
関
す
る
科
目

・
心
身
に
障
害
の
あ
る
幼
児
、

児
童
又
は
生
徒
の
心
理
、

生
理
及
び
病
理
に
関
す
る
科
目

・
心
身
に
障
害
の
あ
る
幼
児
、

児
童
又
は
生
徒
の
教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

障害児指導法Ａ(知的障害者，肢体
不自由者)

3通
2
4

障害児指導法Ｃ(知的障害者，病弱
者)

3

聴覚障害教育総論(聴覚障害者)

視覚障害教育総論(視覚障害者)

学習障害児指導(重複・LD等領域)

3後

3
2前

3前

1

重複障害児指導(重複・LD等領域) 3後 2 1

2

1

1

1

3前 3

2前 1

1

4前 2 1

1

1

3前 1 1

特

別

支

援

教

育

コ
ー

ス

コ
ー

ス

必

修

科

目

　

教

職

専

門

科

目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 助　手

専任教員等の配置

教　授 准教授 講　師 助　教

科目区
分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

地理･歴史科教育法

公民科教育法

工業科教育法 隔年開講4

3後 2

自
由
科
目

教
職
専
門
科
目

3前 2 1

1

2通

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目科目 科目 科目

306 308 0 614

[　0　] [△14]

309 319 0 628

[△3] [△11]
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

1 彫塑表現Ⅲ 1 2 専門 必修 非常勤講師の調整のため、代替措置有

2 体育実技Ⅱ（水泳を含む） 1 1 専門 必修 偶数年度開講の科目のため、代替措置有

3 工業科教育法 4 2 専門 選択 偶数年度開講の科目のため、代替措置有

4 体育実技Ⅵ（球技を含む） 1 1 専門 必修 偶数年度開講の科目のため、代替措置有

5 体育実技Ⅸ（武道を含む） 1 1 専門 必修 偶数年度開講の科目のため、代替措置有

6 機械学実習 1 2 専門 必修 偶数年度開講の科目のため、代替措置有

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

1 西洋の宗教 2 1 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

2 日本文化論 2 1 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

3 アフリカ文化論Ⅱ 2 1 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

4 立地論の世界 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

5 国際社会の対立と統合 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

6 近代小説を読む 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

7
子育ち・子育て・とも
育ち

2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

8 解析入門 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

9 代数入門 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

10 図形の科学Ⅱ 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

11
生物の設計図のはたら
き

2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

12 総合科目 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

13 農林社会経済事情 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

14 国語教育演習Ⅱ 1 3 専門 選択
国語教育演習Ⅰと統合し、国語教育演習として３
年次前期に開講のため、代替措置有

15 社会科教育演習Ⅱ 1 3 専門 選択
社会科教育演習Ⅰと統合し、社会科教育演習とし
て３年次前期に開講のため、代替措置有

（３） 未開講科目

（４） 廃止科目
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16 家庭科教育演習Ⅱ 1 3 専門 選択
家庭科教育演習Ⅰと統合し、家庭科教育演習とし
て３年次前期に開講のため、代替措置有

17 英語科教育演習Ⅱ 1 3 専門 選択
英語科教育演習Ⅰと統合し、英語科教育演習とし
て３年次前期に開講のため、代替措置有

18 数学教育演習Ⅱ 1 3 専門 選択
数学教育演習Ⅰと統合し、数学教育演習として３
年次前期に開講のため、代替措置有

19 理科教育演習Ⅱ 1 3 専門 選択
理科教育演習Ⅰと統合し、理科教育演習として３
年次前期に開講のため、代替措置有

20 技術科教育演習Ⅱ 1 3 専門 選択
技術科教育演習Ⅰと統合し、技術科教育演習とし
て３年次前期に開講のため、代替措置有

21 音楽科教育演習Ⅱ 1 3 専門 選択
音楽科教育演習Ⅰと統合し、音楽科教育演習とし
て３年次前期に開講のため、代替措置有

22 美術科教育演習Ⅱ 1 3 専門 選択
美術科教育演習Ⅰと統合し、美術科教育演習とし
て３年次前期に開講のため、代替措置有

23 保健体育科教育演習Ⅱ 1 3 専門 選択
保健体育科教育演習Ⅰと統合し、保健体育科教育
演習として３年次前期に開講のため、代替措置有

24 歴史学演習Ⅰ 1 3 専門 選択
カリキュラム見直しにより、日本史演習Ⅰ（３年
次前期１単位）と外国史演習Ⅰ（３年次前期１単
位）に分けて開講のため、代替措置有

25 歴史学演習Ⅱ 1 3 専門 選択
カリキュラム見直しにより、日本史演習Ⅱ（３年
次後期１単位）と外国史演習Ⅱ（３年次後期１単
位）に分けて開講のため、代替措置有

26
障害児指導法Ａ(知的障
害者，病弱者)

3 2 専門 必修
カリキュラム見直しにより、障害児指導法Ａに統
合のため、代替措置有

27
障害児指導法Ｂ(知的障
害者，病弱者)

3 2 専門 必修
カリキュラム見直しにより、障害児指導法Ｂに統
合のため、代替措置有

28
障害児指導法Ｃ(知的障
害者，病弱者)

3 2 専門 必修
カリキュラム見直しにより、障害児指導法Ｃに統
合のため、代替措置有

未開講科目と廃止科目の計

未開講科目について
　上記科目のうち彫塑表現Ⅲについては、非常勤講師の調整のため今年度は未開講の取扱いとするが、次年度以降、非
常勤講師の任用により補う予定であるため、特に支障は無いと考える。また、彫塑表現Ⅲ以外の偶数年度開講科目につ
いては、これまでも計画的に隔年開講としており、特に支障は無いと考える。学生への周知方法としては、当該年度未
開講、あるいは廃止の旨を、適宜、学生掲示板に、また偶数年度開講科目については学生便覧にも示し、必要に応じ年
度当初に実施している学生オリエンテーションでも説明する等して、学生への周知徹底を図っている。

廃止科目について
　上記科目のうち1から13の科目については、カリキュラムの見直しにより廃止の取扱いとしているが、併せて科目の新
設等も行っているため、特に支障は無いと考える。学生への周知方法としては、適宜、学生便覧、学生掲示板に示す等
して、学生への周知徹底を図っている。
　上記科目のうち14から28の科目については、課程認定手続など、カリキュラムの見直しにより関係科目との統合や科
目の分割を図ったが、特に支障は無いと考える。学生への周知方法としては、適宜、学生便覧、学生掲示板に示す等し
て、学生への周知徹底を図っている。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

＝ 5.41
設置時の計画の授業科目数の計
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　　　３　「(３)　未開講科目」は，配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業

　　　　科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）１　「(１)　授業科目表」は，事前伺い手続き書類の「教育課程等の概要」に準じて作成してください。

　　　２　「(２)　授業科目数」は，未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入す

　　　　る（資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，

　　　　［　］内に設置時の計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　４　「(４)　廃止科目」は，設置時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した

　　　　授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　５　「(５)　授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」」欄には，

　　　　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　６　「(６)　「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合」は，小数点

　　　　知方法」を記入してください。
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日本語コミュニケーション

情報科学入門

＜英語＞

英語Ｅ１

英語Ｅ２

＜コミュニケーション英語＞

コミュニケーション英語Ｅｃ１

コミュニケーション英語Ｅｃ２

＜初修外国語＞

独語Ｅ１ 　

独語Ｅ２ 　

仏語Ｅ１ 　

仏語Ｅ２ 　 　

中国語Ｅ１ 　

中国語Ｅ２ 　

　韓国語Ｅ１ 　
担当教員を採用し、科目を追加
（21）

　韓国語Ｅ２ 　
担当教員を採用し、科目を追加
（21）

＜保健体育科目＞

健康スポーツ科学Ⅰ

　健康科学コース

　スポーツ科学コース

　生涯スポーツコース

健康スポーツ科学Ⅱ

　健康科学コース

　スポーツ科学コース

　生涯スポーツコース

＜現代の社会と倫理＞

　環境を考える

　人間と倫理Ⅰ

　人間と倫理Ⅱ

　言語と倫理

　人間の倫理と哲学

　医療倫理史

＜人間と文化＞

　西洋の哲学

　西洋の宗教
カリキュラム見直しにより、科目を
廃止（21）

　人間の心と行動

　言語と文化

　日本文化論
カリキュラム見直しにより、科目を
廃止（21）

　子どもとおとな

備　　　　考
科目区

分 授業科目の名称

3

講　師教　授

1

配 当
年 次

単位数

自　由

（１） 授業科目表

「

共
通
教
育
科
目
」

大
学
教
育
基
礎
科
目

1前 2 3 4

2 4

准教授

＜教育文化学部　人間社会課程＞

専任教員等の配置

必　修 選　択 助　教 助　手

2

1後 1 2

1前 1

1前 2

1後 1 2 2

3

1前 1 1 3

1通 2 1

1通 2 1 1

1通 2 2

1通 2 1

1通 2

1通 2 1

１通 2

１通 2

1前 1 2

1前 1 2

1前 1 2

1後 1 2

2

1後 1 2

1後 1 2

1後 2

1後

1

1後 2

1前 2

1後 2

1 2

1後

2

1前 2

1前 2

1

1

1前 2

2

1前 2

「

共
通
教
育
科
目
」

教
養
科
目
　
主
題
教
養
科
目
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備　　　　考
科目区

分 授業科目の名称
講　師教　授

配 当
年 次

単位数

自　由 准教授

専任教員等の配置

必　修 選　択 助　教 助　手

　日本の文学

　西洋の文学

授業内容の見直しにより、科目名変
更（21）

　美術と文化

　音楽と人間

　暮らしを見つめる

　アフリカ文化論Ⅱ
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（21）

　イスラム文化論

　日本の言語

　日本語と文化

＜現代社会の課題＞

　風土・地域と人間

　現代社会と歴史

　現代社会と家族

　現代社会と子供・青年

　現代社会と政治

　現代社会と法

　現代社会と経済

＜自然と生命＞

　科学史

　数学の考え方

　物理科学

　物質の科学

　物理学入門

　物質科学入門

　生物学入門

　生物科学

　宇宙・地球科学

＜文化・社会系＞

　日本国憲法 　

　立地論の世界
カリキュラム見直しにより、科目を
廃止（20）

　西洋史の諸問題
カリキュラム見直しにより科目を追
加（20）

　現代社会と基礎理論

　国際社会の対立と統合
カリキュラム見直しにより、科目を
廃止（20）

　魚・家畜・草の文化論

　産業と教育

　現代社会を読み解く

　保健医療社会学

授業内容の見直しにより、科目名変
更（21）

　近代小説を読む
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（21）

　文学史

　比較高等教育論入門

　子育ち・子育て・とも育ち
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（20）

　科学の社会学

　宮崎の郷土と文化
カリキュラム見直しにより科目を追
加（20）

2 1

1前 2

1後 2

1後

2

1後 2 2

1後 2

1前 2

1後 2

1 2

1後 2

1後 2 1

1前 2 1

1前 2 1

1前 2 1

1前 2

1前 2

1後 2

1後 2 2

1後 2 2

1

1前 2 1

1前 2

1前 2 1

1前 2

1前 2

1前 2

1後 2

1

2前・後 2 1

11後 2

2

1

2後 2

2 2

2前 2

2前 2

2後

1

2前・後 2

1

2 2

2前・後

2 2

2前・後 2

1

2 2

2前 2

2

1

1

2後 2

2後 2

2後 2

2後 2

　宮崎県の経済と地域の活性化

　アフリカ文化論Ⅰ
　南アフリカ概論

　子どもと本
　教育と人間

「

共
通
教
育
科
目
」

教
養
科
目
　
主
題
教
養
科
目

「

共
通
教
育
科
目
」

教
養
科
目
　
選
択
教
養
科
目
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備　　　　考
科目区

分 授業科目の名称
講　師教　授

配 当
年 次

単位数

自　由 准教授

専任教員等の配置

必　修 選　択 助　教 助　手

＜科学・技術系＞

　図形の科学Ⅰ

　水を主題とする一般化学

　統計入門

　原子と原子核入門

　大気・海洋の流れ・波動

　音・光で考える物理学入門

　科学技術と私たちの生活

　解析入門
カリキュラム見直しにより、科目を
廃止（20）

　分析と環境　

　代数入門
カリキュラム見直しにより、科目を
廃止（20）

　宮崎の地質と自然景観

　微分積分学

　熱と流体の物理学 　

　図形の科学Ⅱ
カリキュラム見直しにより、科目を
廃止（20）

　運動の法則

　化学と社会との関わり

　ものの形と強さの科学

　統計学入門

授業内容の見直しにより、科目名及
び配当年次変更（20）

　光学の基礎

　エネルギー環境入門
カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

＜生命科学系＞

　生物の設計図のはたらき
カリキュラム見直しにより、科目を
廃止（20）

　光と植物

　遺伝子操作入門

　遺伝子とゲノム

　感覚と神経

　動物の行動と進化

　医学実験動物学

　染色体の行動と遺伝

　生命と病気

授業内容の見直しにより、科目名変
更（20）

＜複合・学際系＞

　日本の自然と災害

　フィールド体験講座

　総合科目
カリキュラム見直しにより科目を廃
止（20）

　異文化交流体験学習

　フィールド体験学習指導講座

　分子生態学入門

　農林社会経済事情
カリキュラム見直しにより、科目を
廃止（20）

　宮崎の歴史と文化

＜生涯学習系＞ 　

　生涯スポーツ実践Ⅰ

　生涯スポーツ実践Ⅱ

2前 2 1

2前 2 1

1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2

1

2前 2

2 2

2前 2

2 2

2前 2

12前 2

2前 2

12 2

2前 2

2後 2 1

2後 2

2後 2 1

2後 2

12前 2

2前 2

2
1後

2

2後 2

2後 2

2 2

1

2前 2

2前 2

2前 2 1

2前 2

2後 2

2前・後 2

2 2

2

2後 2

2後 2

2前・後 2 1

2前 2

2前 2 1

2後 2

2 2

2後 2 1 1

2前 1 1

2前 1 1

　化学入門ー電子のいたずらー

　地域の技術と研究
　産学連携と知的財産

　放射線生物学
　放射線と病気

「

共
通
教
育
科
目
」

教
養
科
目
　
選
択
教
養
科
目
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備　　　　考
科目区

分 授業科目の名称
講　師教　授

配 当
年 次

単位数

自　由 准教授

専任教員等の配置

必　修 選　択 助　教 助　手

　生涯学習論

　心と体の臨床医学概論

　生涯スポーツ実践Ⅲ

　生涯スポーツ実践Ⅳ

　宮崎を学ぶ

カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

＜外国語系＞

　選択英語Ⅰ

　選択英語Ⅱ

　選択英語Ⅲ

　選択英語Ⅳ

　選択ドイツ語Ⅰ

　選択フランス語Ⅰ

　選択中国語Ⅰ

　医療英語

　選択英語Ⅴ

　選択英語Ⅵ

　選択英語Ⅶ

　選択英語Ⅷ

　選択英語Ⅸ
カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

　選択英語Ⅹ
カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

　選択英語Ⅺ
カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

　選択英語Ⅻ
カリキュラム見直しにより科目を追
加（21）

　選択ドイツ語Ⅱ

　選択フランス語Ⅱ

　選択中国語Ⅱ

＜放送大学開講科目＞

　中国語Ⅰ

　中国語Ⅱ 　

　中国語Ⅲ

　中国語Ⅳ

　ロシア語Ⅰ

　ロシア語Ⅱ

　スペイン語Ⅰ

　スペイン語Ⅱ

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

日本語Ⅲ

日本語Ⅳ

日本事情Ⅰ

日本事情Ⅱ

日本事情Ⅲ

日本事情Ⅳ

日本事情Ⅴ

　ﾍﾙｽｻｲｴﾝｽ～予防医学へのいざない～ 2前・後 2

2後 2

2前 2

2前 2

2後 1

2後 1 1

1

　ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ入門 1後 2

　大学生の就職とキャリア形成 1後 2

1

2前 2

2前 2 1

2前 2

2前 2

2前 2

2前 2

12後 2

2後 2

2

2後 2

2後 2

2前 2

2前 2

2前

2後 2

1

2前 2

2後 2

2

2後

2前・後 2

2前・後 2

2後 2

2後 2

2前・後 2

2

2

2前・後 2

2前・後

2前・後

１・２・３・４前 2

１・２・３・４前 1

2前・後 2

2前・後 2

１・２・３・４前 2

１・２・３・４前

１・２・３・４後 2

１・２・３・４後 2

1

１・２・３・４後 1

１・２・３・４後 1

１・２・３・４前

2

「

共
通
教
育
科
目
」

教
養
科
目
　
選
択
教
養
科
目

「

共
通
教
育
科
目
」

日
本
語
等
科
目
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備　　　　考
科目区

分 授業科目の名称
講　師教　授

配 当
年 次

単位数

自　由 准教授

専任教員等の配置

必　修 選　択 助　教 助　手

日本事情Ⅵ

日本事情Ⅶ

日本事情Ⅷ

職位変更（20）

ヨーロッパ文化論Ⅰ

ヨーロッパ文化論Ⅱ

アメリカ文化論Ⅰ

イギリスの言語と文化

英語文化論

　

国際交流ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

多文化共生論

配置換えにより教員追加（20）

職位変更（20）

アメリカ文化論Ⅱ

アメリカの言語と文化

アジアの言語と文化

中国の言語と文化 カリキュラム見直しにより配当年次を変更（20）

現代中国文化論

映像文化論

　

情報リテラシー

英文学概論 配置換えにより教員削除（21）

１・２・３・４前 2

１・２・３・４後

2

１・２・３・４後

2

2後 1

2

課
程
必
修

科
目

欧米思想 1前 2

実践的地域ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

国際関係論 1前

2

英語コミュニケーションⅡ 1後

1

2前 2 1

3前

1

1後

1後 2 1

2前 2 1

2
1

1
2

1

2 1

2

英語コミュニケーションⅠ 1前 1

1

1

1

英語コミュニケーションⅣ 3前 1

英語コミュニケーションⅢ 2前 1

国際交流・日本語支援教育基礎 1前

3

2後 2 1

3前 2

独語コミュニケーションⅠ 2前 1

独語コミュニケーションⅡ 2後 1

英米文学講読Ⅰ 2後 1 1

1

仏語コミュニケーションⅡ 2後 1 1

仏語コミュニケーションⅠ 2前 1

1

英米の言語文化演習 3前 1 1

英米文学講読Ⅱ 3後 1 1

3前 1 1

独の言語文化演習Ⅰ 2後 1 1

仏の言語文化演習Ⅰ 2前 1 1

独の言語文化演習Ⅲ 3後 1 1

独の言語文化演習Ⅱ

仏の言語文化演習Ⅲ 3前 1 1

仏の言語文化演習Ⅱ 2後 1 1

2
1

共生文化演習Ⅱ 3後 1 1 2

共生文化演習Ⅰ 3前 1
1
2

2後 2 1

4前 2 1

1

3後 2 1

1

1

3
2前

2

2 1

3後 2

3後

プレゼンテーション論 3前 2

4前 2

英語学概論 1後 2 1

1前 2 1 1

1

卒業論文 4通 6

2

「

共
通
教
育
科

目
」

日
本
語
等

科
目

言
語
文
化
コ
ー

ス
　
専
門
選
択
科
目

選
択
科
目

言
語
文
化
コ
ー

ス
　
専
門
選
択
科
目
　
選
択
必
修
科
目

言
語
文
化
コ
ー

ス
　
コ
ー

ス
必
修
科
目
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備　　　　考
科目区

分 授業科目の名称
講　師教　授

配 当
年 次

単位数

自　由 准教授

専任教員等の配置

必　修 選　択 助　教 助　手

米文学概論 配置換えにより教員変更（20）

カリキュラム見直しにより科目名変更（20）

カリキュラム見直しにより科目を追加（20）

東西異文化交流史

カリキュラム見直しにより配当年次を変更（21）

文化とジェンダー

比較芸術文化論Ⅰ（美術系） 職位変更（20）

比較芸術文化論Ⅱ（音楽系） カリキュラム見直しにより配当年次を変更（20）

比較芸術文化演習（舞踊系）

世界の食文化論 カリキュラム見直しにより配当年次を変更（20）

世界の居住文化論 カリキュラム見直しにより配当年次を変更（20）

世界の農耕文化演習

配置換えにより教員削除（21）

配置換えにより教員追加（20）

　

カリキュラム見直しにより配当年次を変更（20）

配置換えにより教員削除（20）

1後 2 1 1

1

言語と文化
異文化理解

4 2 1 1

就業体験学習 2 1 1

2後 2 1

1

日本語支援教育基礎研修
1･2･3･4
2・3・4

通
1

2・3通 2外国語現地研修

2後

1

2

3通

1

3
2後

2 1

2前 2

2 1

11

2前 1 1

3
2後

2 1

1
2前

2 1

3前 1

1 1

米文学読解法基礎 1前 1 1

英文学読解法基礎 1後 1

米文学読解法 2後 1 1

1

英文学読解法 2前 1 1

1

英語学演習Ⅰ 2前 2 1

英語学演習Ⅱ 2後 2

英語学演習Ⅳ 3後 1

英語学演習Ⅲ 3前 1 2

英文学演習 3後 1 1

米文学演習 3前 2 1

国語学Ⅱ 1後 2 1

国語学Ⅰ 1前 2 1

国文学講義Ⅰ 1前 2 1

国文学史Ⅰ 1前 2 1

1

国文学講義Ⅲ 2前 2 1

国文学講義Ⅱ 1後 2

1

国文学史Ⅲ 2後 2 1

2

国文学史Ⅱ 2前 2

1

日本史概説 2後 2

国文学特殊講義 3後 2 1

国文学講読 3前

1

日本の歴史と文化 1前 2 1

外国史Ⅰ
2

1後
2

外国史Ⅱ 2前 2

自然地理学概論 2前 2 1

1

人文地理学概論 2前 2 1

考古学概論Ⅰ 1後 2 1

社会思想史 2前 2 1

2前 2 1考古学概論Ⅱ

言
語
文
化
コ
ー

ス
　
専
門
選
択
科
目
　
選
択
科
目

言
語
文
化
コ
ー

ス
　
専
門
関
連
科
目
　
選
択
科
目
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備　　　　考
科目区

分 授業科目の名称
講　師教　授

配 当
年 次

単位数

自　由 准教授

専任教員等の配置

必　修 選　択 助　教 助　手

配置換えにより教員削除（21）

カリキュラム見直しにより単位数を変更（21）

職位変更（20）

職位変更（20）

職位変更（20）

法学(国際法を含む） 配置換えにより教員削除（21）

経済学概論 配置換えにより教員追加（21）

社会思想史

日本の歴史と文化　　　　　　

外国史Ⅱ

社会システム論

憲法Ⅰ 配置換えにより教員削除（21）

経済地理学

卒業論文

人文地理学概論

考古学概論Ⅰ　

自然地理学概論

経済政策

財政学

福祉経済論

福祉社会学

民法Ⅰ

労働法Ⅰ 職位変更（20）

新採用教員着任のため科目を追加（21）

新採用教員着任のため科目を追加（21）

新採用教員着任のため科目を追加（21）

新採用教員着任のため科目を追加（21）

新採用教員着任のため科目を追加（21）

アメリカ文化論Ⅰ　

ヨーロッパ文化論Ⅰ　

日本の歴史と文化

日本史概説

日本史講読　　

日本史基礎演習　　

カリキュラム見直しにより、日
本史演習Ⅰと外国史演習Ⅰに分
けて開講のため廃止（20）

カリキュラム見直しにより科
目追加（20）

カリキュラム見直しにより科
目追加（20）

カリキュラム見直しにより、日
本史演習Ⅱと外国史演習Ⅱに分
けて開講のため廃止（20）

環境社会学 3前 2 1

3後 2 1

音楽史Ⅰ 1後 2 1

1

被服学 1前 2 1

2後 2 1

家族生活学 1後 2

1

子ども生活論 2後
2
１

美術鑑賞基礎 1後 2 1

2前 2 1

美術理論Ⅱ 2後 2 1

1前 2 1
社
会
シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス

　
コ
ー

ス
必
修
科
目

1前 2

1前 2

1後 2

1

1

2前 2 1

2前 2

2 1

1

4通 6 6

1後

2前 2

2前

2前 2 1

2前 2

2

2前 2

2前 2 1

1後 2

2前 2

1後 2

2前 2

生活経済論 3後 2 1

経済学基礎演習 2後 1 1

3前 1 1

経済学演習Ⅱ 3後 1 1

1

1

3後 2 1

1前 2 1

2後 1

2後 2

2前 1

3後 2

1

1

1

1

7

1

1

1

1

1

3

1

1

1 1

1

1

1

1 1

1 1

1

3前

3前 2

1

歴史学演習Ⅰ 3 1 1 1

日本史演習Ⅰ 3前

歴史学演習Ⅱ 3 1

外国史演習Ⅰ

経済学史

経済学演習Ⅰ

美術理論Ⅰ

居住福祉論

家族社会学
言
語
文
化
コ
ー

ス
　
専
門
関
連
科
目

選
択
科
目

社
会
シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス
　
専
門
選
択
科
目
　
選
択
科
目

社
会
シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス

専
門
選
択
科
目
　
選
択
必
修
目
科
目
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備　　　　考
科目区

分 授業科目の名称
講　師教　授

配 当
年 次

単位数

自　由 准教授

専任教員等の配置

必　修 選　択 助　教 助　手

カリキュラム見直しにより科
目追加（20）

カリキュラム見直しにより科
目追加（20）

外国史Ⅰ カリキュラム見直しにより配当年次を変更（20）

西洋史概説

史料講読

西洋史基礎演習

地誌学

人文地理学演習Ⅰ

人文地理学演習Ⅱ

歴史地理学

考古学概論Ⅱ

カリキュラム見直しにより科目名を変更（20）

考古学基礎演習

考古学実習

考古学講読

考古学演習Ⅰ

考古学演習Ⅱ

憲法Ⅱ 転出により教員削除（21）

行政法Ⅰ 配置換えにより教員削除（21）

行政法Ⅱ 配置換えにより教員削除（21）

憲法基礎演習 転出により教員削除（21）

憲法演習Ⅰ 配置換えにより教員削除（21）

憲法演習Ⅱ 配置換えにより教員削除（21）

民法Ⅱ

消費者契約論

家族法

民法基礎演習

民法演習Ⅰ

民法演習Ⅱ

経済統計学

労働経済論 　

福祉経済論基礎演習

福祉経済論演習Ⅰ

福祉経済論演習Ⅱ

労働法Ⅱ 職位変更（20）

社会保障法 職位変更（20）

紛争処理と法 職位変更（20）

労働法基礎演習 職位変更（20）

労働法演習Ⅰ 職位変更（20）

労働法演習Ⅱ 職位変更（20）

金融論

財政学基礎演習

財政学演習Ⅰ

財政学演習Ⅱ

2
1後

2

1

1

2後 2 1

2前 1 1

2後 1 1

2後 2 1

3前 1 1

3後 1 1

3前 2 1

2前 2 1

博物館学
博物館学Ⅰ

3前 2 1

2後 1 1

2後 1 1

2前 1 1

3前 1 1

3後 1 1

2前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

2後 1 1

3前 1 1

3後 1 1

2前 2 1

3後 2 1

3前 2 1

2後 1 1

3前 1 1

3後 1 1

2後 2 1

3後 2 1

2後 1 1

3前 1 1

3後 1 1

3前 2 1 1

1

3後 2 1 1

12前 2

1 1

3前 1 1 1

2後 1

3後 1

1

3後

3前 2 1

1 1

1 1

2後 1 1

3前 1

3後 1

日本史演習Ⅱ 3後 1

外国史演習Ⅱ

社
会
シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス
　
専
門
選
択
科
目
　
選
択
科
目
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備　　　　考
科目区

分 授業科目の名称
講　師教　授

配 当
年 次

単位数

自　由 准教授

専任教員等の配置

必　修 選　択 助　教 助　手

現代社会論 配置換えにより教員追加（20）

福祉社会学基礎演習 配置換えにより教員追加（20）

福祉社会学演習Ⅰ

福祉社会学演習Ⅱ

日本経済史

日本経済論

経済政策基礎演習

経済政策演習Ⅰ

経済政策演習Ⅱ

政治過程論

政治学基礎演習

政治学演習Ⅰ

政治学演習Ⅱ

家族社会学

社会学基礎演習 　

社会学演習Ⅰ

社会学演習Ⅱ

経済地理学基礎演習

経済地理学演習Ⅰ

経済地理学演習Ⅱ

経済学原論（国際経済を含む） 配置換えにより教員追加（21）

刑法

地域政治学

地域社会学

地域経済論

自治体財政論

社会地理学

地域福祉社会学

第四紀学

自然地理学基礎演習

自然地理学演習Ⅰ

自然地理学演習Ⅱ

情報社会学

環境社会学

地理情報システム論・演習

地理調査論・演習

カリキュラム見直しにより科目名を変更（20）

地域調査論・演習

博物館学Ⅱ

博物館学Ⅲ

博物館学実習Ⅰ 職位変更（20）

博物館学実習Ⅱ

生涯学習論 カリキュラム見直しにより科目を廃止（20）

プレゼンテーション論

就業体験学習

3後 2 1

2後 1 1

3前 1 1

3後 1 1

3前 2 1

2後 2 1

2後 1 1

3前 1 1

3後 1 1

3前 2 1

2後 1 1

3前 1 1

3後 1 1

3後 2 1

2後 1 1

3前 1 1

3後 1 1

2後 1 1

3前 1 1

3後 1 1

2前 2 1

1

1前 2 1

3前 2

3前 2

1

1後 2 1

2後 2 1

1後 2 1

2後 2

3後 2 1

2後 1 1

3前 1 1

3後 1 1

1

3前 2 1

3後 2 1

3前 2

実践的コミュニティビジネス論 2前 2 1

社会調査論演習
社会調査論・演習

2後 2 1

1

3後 2

2前 2 1

2 1 13前

1

4通 2

3 2

3前

1 1

3後 2

4通 1

2 1

3通 2 1 1

社
会
シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス
　
専
門
選
択
科
目
　
選
択
科
目
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備　　　　考
科目区

分 授業科目の名称
講　師教　授

配 当
年 次

単位数

自　由 准教授

専任教員等の配置

必　修 選　択 助　教 助　手

地域実践活動 配置換えにより教員追加（20）34通 2
4
5

3

（２） 授業科目数

備　　　　　　　　考
必　修 選　択 自　由 自　由 計

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

科目 科目 科目 科目

41 320 0 361 0 365

科目 科目

[　＋4][　0　][　0　] [　＋4]

41 324

計 必　修

科目科目

選　択
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

1 外国語現地研修 2 2・3通 専門 選択 受講希望者がいなかったため、代替措置無

2 日本語支援教育基礎研修 1 2・3・4通 専門 選択 受講希望者がいなかったため、代替措置無

3 被服学 2 1前 専門 選択 受講希望者がいなかったため、代替措置無

4 憲法Ⅱ 2 2 専門 選択 担当教員不在のため、代替措置有

5 憲法基礎演習 1 2 専門 選択 担当教員不在のため、代替措置有

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

1 西洋の宗教 2 1 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

2 日本文化論 2 1 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

3 アフリカ文化論Ⅱ 2 1 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

4 立地論の世界 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

5 国際社会の対立と統合 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

6 近代小説を読む 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

7
子育ち・子育て・とも
育ち

2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

8 解析入門 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

9 代数入門 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

10 図形の科学Ⅱ 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

11
生物の設計図のはたら
き

2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

12 総合科目 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

13 農林社会経済事情 2 2 一般 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置有

14 歴史学演習Ⅰ 1 3 専門 選択
カリキュラム見直しにより、日本史演習Ⅰ
（３年次前期１単位）と外国史演習Ⅰ（３年
次前期１単位）に分けて開講のため。

15 歴史学演習Ⅱ 1 3 専門 選択
カリキュラム見直しにより、日本史演習Ⅱ
（３年次後期１単位）と外国史演習Ⅱ（３年
次後期１単位）に分けて開講のため。

16 生涯学習論 2 2 専門 選択 カリキュラム見直しにより、代替措置無

（３） 未開講科目

（４） 廃止科目
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　　　３　「(３)　未開講科目」は，配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業

　　　　科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

未開講科目と廃止科目の計

（注）１　「(１)　授業科目表」は，事前伺い手続き書類の「教育課程等の概要」に準じて作成してください。

　　　２　「(２)　授業科目数」は，未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入す

　　　　る（資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，

　　　　［　］内に設置時の計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

未開講科目について
　上記科目のうち4から5の科目については、担当教員の転出のため今年度は未開講の取扱いとするが、次年度以降、採
用人事または非常勤講師の任用により補う予定であるため、特に支障は無いと考える。学生への周知方法としては、今
年度は未開講の旨、適宜学生掲示板に掲示し、年度当初に実施している学生オリエンテーションで説明する等して、周
知徹底を図っている。

廃止科目について
　上記科目のうち1から13､16の科目については、カリキュラムの見直しにより廃止の取扱いとしているが、併せて科目
の新設等も行っているため、特に支障は無いと考える。学生への周知方法としては、適宜、学生便覧、学生掲示板に示
す等して、学生への周知徹底を図っている。
　上記科目のうち14・15の科目については、課程認定手続に伴うカリキュラムの見直しにより科目の分割を図ったが、
特に支障は無いと考える。学生への周知方法としては、適宜、学生便覧、学生掲示板に示す等して、学生への周知徹底
を図っている。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

＝ 5.81
設置時の計画の授業科目数の計

　　　　以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　４　「(４)　廃止科目」は，設置時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した

　　　　授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　５　「(５)　授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」」欄には，

　　　　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　６　「(６)　「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合」は，小数点

　　　　知方法」を記入してください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

教育文化学部

　学校教育課程 4 150 － 600 学士（教育学） 1.04 平成20

　人間社会課程 4 80 － 320 学士（教養） 1.09 平成20

　学校教育課程 4 － － － 学士（教育学） － 平成15

　地域文化課程 4 － － － 学士（教養） － 平成15
平成２０年度から

学生募集停止

　生活文化課程 4 － － － 学士（教養） － 平成15

　社会システム課程 4 － － － 学士（教養） － 平成15

医学部

　医学科 6 105 － 605 学士（医学） 1.00 平成15

　看護学科 4 60 10 240 学士（看護学） 1.01 平成15

(3年次)

工学部

　材料物理工学科 4 49 196 学士（工学） 1.07 平成15

　物質環境化学科 4 68 272 学士（工学） 1.03 平成15

　電気電子工学科 4 88 10 352 学士（工学） 1.04 平成15

　土木環境工学科 4 58 (3年次) 232 学士（工学） 1.01 平成15

　機械ｼｽﾃﾑ工学科 4 49 196 学士（工学） 1.06 平成15

　情報ｼｽﾃﾑ工学科 4 58 232 学士（工学） 1.06 平成15

農学部

　食料生産科学科 4 60 － 240 学士（農学） 1.04 平成15

　生物環境科学科 4 65 － 260 学士（農学） 1.06 平成15

　地域農業システム学科 4 55 － 220 学士（農学） 1.09 平成15

　応用生物科学科 4 55 － 220 学士（農学） 1.03 平成15

　獣医学科 6 30 － 180 学士（獣医学） 1.07 平成15

　　　２　事前伺い手続き書類の「設置計画の概要」に準じて作成してください。

　　　３　「定員超過率」欄には，過去標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　宮崎大学

３　既設大学等の状況

宮崎市学園木花
台西１丁目１番
地

宮崎郡清武町大
字木原５２００
番地

(医学科）
平成21年度
　～平成29年度
入学定員　5増
（100→105）

宮崎市学園木花
台西１丁目１番
地

宮崎市学園木花
台西１丁目１番
地

（注）１　本調査の対象となっている大学等の設置者が，すでに設置している大学の学部，学部の学科について

　　　　状況を記入してください。

　　　　（大学院に係るものについては，記入する必要はありません。）
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　　　４　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，備考欄に「平成○年

　　　　より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科単位で記入してください。なお，学生募

　　　  集停止を行った学科の記載は不要です。
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専任教員数

４　教員組織の状況

＜教育文化学部　学校教育課程＞

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　考

教　授 准教授 講　師 助　教 講　師 助　教 計 助　手計 助　手 教　授 准教授

66 078 0 32 30 4 0

(4) (  0  )(33) (31)

35 40 3 0

［△12］ [ 0 ](68) (  0  ) ［△3］ ［△10］ ［1］ [ 0 ]

　　　　（記入例：１名減の場合：△１）

　　　　　「教員数」の「設置時の計画」欄には，完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況

　　　　を記入し，「変更状況」欄には，平成２１年５月１日現在（就任年月に達していない者を含む）の状況

　　　　を記入するとともに，［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。
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専任教員数

＜教育文化学部　人間社会課程＞

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　考

教　授 准教授 講　師 助　教 講　師 助　教 計 助　手計 助　手 教　授 准教授

21 016 0 8 8 5 0

(5) (  0  )(7) (9)

6 7 3 0

［5］ [ 0 ](21) (  0  ) ［2］ ［1］ ［2］ [ 0 ]

　　　　（記入例：１名減の場合：△１）

　　　　　「教員数」の「設置時の計画」欄には，完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況

　　　　を記入し，「変更状況」欄には，平成２１年５月１日現在（就任年月に達していない者を含む）の状況

　　　　を記入するとともに，［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。
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　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。

　　　また，「①」又は「②」の「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を

　　掲載しますので，大学等のトップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　なお，「②」について，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局

　　大学設置室あてに，メールにてご報告ください。

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secci@mext.go.jp

（注）「情報提供に関する事項」の「①」について，現在は未公表であり，今後公表を予定している場合，公表後

　　の取扱いについて記入してください。

情報提供に関する事項

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　２１　年　８　月　１　日　　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画書等」掲載ページへのリンク

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

５　その他全般的事項

＜教育文化学部＞

　　　　　　　　　　　　　（http://www.miyazaki-u.ac.jp/mod/uom/modules/pico01/index.php?content_id=58）

②　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　２１　年　８　月　１　日　　）

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　　　　　　　　　　　　　（http://www.miyazaki-u.ac.jp/mod/uom/modules/pico01/index.php?content_id=58）

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

①　設置計画書等　（設置計画の概要・教育課程等の概要（事前伺い））

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）
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